


























・育苗期 …………… 500～1000倍に水でうすめて5～7日間隔を目安にお使い下さい。
・着蕾～破蕾期 …… 500～1000倍で適宜お使い下さい。
・開花期 …………… 1000～1500倍で適宜お使い下さい。
・追い込み ………… 500～1000倍で1～2日間隔で5～6回お使い下さい。
※チッ素ひかえめの生長期用としても使えます。













ハ イ テ ク 資 材
これさえあれば夏を楽らく乗り切れる

菊（＝植物）は厳しい暑さに遭遇すると著しく生育が衰えてしまうことがある。高温に
よる熱ストレスを受け、根から吸ったチッ素やアミノ酸を、効率よくタンパク合成がで
きなくなる為です。タンパクは植物の組織・構造や生命を維持し、生長を促す栄養源
です。高温障害によるタンパク合成の阻害は生育不良に直結してしまいます。
植物は歴史的に地球の高温期に現れた為、潜在的に高温に耐えられる性格を有して
います。
この潜在的な“高温耐性能力”を呼び覚ますことが暑さ対策の根幹となります。

あつさしらず

乾燥にも強く、しおれにくい

● 主成分は長年、食履歴のある植物から抽出した安心安全の成分です。
● 元々、植物が持つ高温耐性能力を刺激・活性化することで正常な生育を
取り戻すことができます。

● 事前に散布することで高温によるストレスを緩和することができます。

特 　 徴

効 果

生育の差歴然

暑さに勝つ !

● 植物が本来持つ高温耐性を引き出し、生理障害を
　緩和し健全生育を促す。

※苗の時から使うことが成功のポイント！！

2023年１月

● 大葉・太い幹となりイキイキと正常な生育をします。

高温に対するストレスを緩和し生育促進

早めの使
用が効果

絶大！！
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早めの使
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８月５日鉢上げ　９月 10 日撮影

※８号鉢１本立ての肥料試験中の一部です。

あつさしらず使用あつさしらず使用 未 使 用未 使 用

サシ芽の水上げに 使用し、２週間毎に使用

土
と
肥
料
は
同
じ
管
理
で
す
。

使 い 方

500倍に水でうすめ10日間隔を目安に葉面散布で
お使い下さい。
500倍に水でうすめ10日間隔を目安に葉面散布で
お使い下さい。
灌水でも使用できます。（小苗の場合）灌水でも使用できます。（小苗の場合）

サシ芽の水上げ
からが効果的

180cc

高温ストレ
ス緩和剤



…未来先取り「土つくり」資材資 材ハ イ テ ク

ウォーターゲルは高吸水性ポリマーを利用し
た土壌保水剤です。土中で吸水と放水をくり
返しながら、最適な水分に保ちます。
ウォーターゲルは１ｇで最大50～100cc の水
分を保つことができます。実際に使用する場合
は土の圧力が加わる為にそれ以下となります。
根毛の発達が良くなり、肥料や水の吸収が高
まり、生育が良くなります。
水掛け回数を減らすことができ、灌水の省力
化が図れます。
サシ芽用土、育苗用土、定植用土、増し土、
その他、バラの用土、草花用土、花壇、庭な
どにも使用できます。

・培養土１リットル当り、３～５ｇを平均に
混入して下さい。
・花壇、庭は１㎡当り 100g（１ｇ／リットル）
の割合で平均に混入して下さい。

高 機 能
保 水 剤

キクにキンコン 発根促進と根のパワーアップ

土中水分を安定させ生育促進

菌根菌と細菌、放線菌、酵母など有益微生物を配合してあります。
サシ芽の発根促進、根量の増加、病原菌を抑え、立枯れ防止、歩止まり
などが向上します。
菌根菌と有益微生物の効果で病害虫に対する抵抗性が増します。また高
温時、乾燥時、過湿など環境変化に対する耐性が高まります。
リン酸・ミネラル等の吸収が高まり、体内酵素の活性化を促し、体質強
化及び肥料の吸収が増すなど健全生育をします。

・サシ芽用土 1リットルに対し、15～ 20グラムを平均に混合する。
（混入後 3日以内にサシ芽をして下さい）
・サシ芽ポット上げ時に株当たり小サジ１杯（３～４グラム）を根にまぶす。
又は培養土に根が接するように施し植え付けます。
・ポット・小鉢上げ用土に混ぜる場合は１リットルに対し 15～ 20 グラム
を平均に混合します。

サ シ 芽 及 び
育 苗 用

菌根菌とは土中に菌糸を伸ばし、根の届かな
い土中から、リン酸、ミネラル、水分などを
集めて根に供給します。
菌根菌の必要な栄養分は根の内部に入り込
み、根から供給を受け、根と“持ちつ持たれつ”
の共生関係を作る菌です。

悪条件でも効果を発揮できる資材です。
　　　　　　　　　　おためしください。



印刷：2023 年 1月 ウチダケミカルコーポレイション

http://uchida-chemical.com
ＨＰもご覧ください。

ス プ レ ー 菊 の 土

スプレー菊の肥料

・菊つくりを始める場合、最初に問題となるのが“土”です。
・失敗なく、本格的な菊つくりができる培養土です。

上質なリン酸をタップリと配合、花つくりに最適化しました

特 徴
● リン酸の効きめを高め、菊つくりや花つくりに特化した土です。
● 有益微生物の働きで生きた土にし、菊の生命力を活かし、
　イキイキと育てる、人・環境にやさしい土です。
● 通気性・排水性のバランスが良く“ 根張り ” がよく、力強い生育を促す土です。
● リン酸と微生物の効果で充実した木つくりとなり、花つき、花の日持ちがよく、
　花が長く楽しめます。

● 発酵熟成し、各種の成分は極めて吸収しやすく、イキイキと力強い生育を促します。
● リン酸及びカリを多く配合。少なめのチッ素分を効率よく利用し、病害虫に強く
根いたみ、根ぐされの心配がなく健全な生育を促します。

● アミノ酸を少量の無機原料で調整したコストパフォーマンスの
高い液体肥料です。

● 鮮やかな葉色でイキイキ育ちます。
● 花つきがよく、花の日持ちがよく、長く花を楽しめます。

土と肥料 セットでお使いください

主要材料 腐葉土・山土・軽石・ゼオライト・くん炭・微生物資材

1kg入

500ｇ入

チッ素：２　リン酸：12　カリ：10　マグネシウム：４

スプレー菊の液肥肥料　 チッ素：6　リン酸：6　カリ：6　

５号鉢 12～13鉢分
６号鉢 ６鉢分
７号鉢 ４鉢分

スプレー菊の土と肥料
みんなでつ

くろう

育てよう
！

ドーム菊　小菊　草花つくりにお使いください


	34-表紙 シ
	34-P1
	34-P2
	34-P3
	34-P4
	34-P5
	34-P6
	34-P7
	34-P8
	34-P9
	34-P10
	34-P11
	34-P12
	34-P13
	34-P14
	34-P15
	34-P16
	34-P17
	34-P18
	34-P19
	34-P20

